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大学としての全体評価 

本学の目的は、教育基本法および学校教育法の規定並びに本学園の教学理念である

「自律創世」に基づき、地域と連携しながら、豊かな人間性と専門的能力を備えた社

会人を養成することである。「自律」とは、自ら考え、判断し、行動することを意味す

る。「創世」とは、いかなる状況にも柔軟に対応し、地域社会の発展に貢献しようとす

る心構えを持つことを指す。これらを合わせた「自律創世」は、単なる自己中心的な

行動にとどまらず、他者との協働を通じて社会に貢献する力を育むことを目指すもの

である。 

本学が担う教職課程については、現代生活学部人間栄養学科が栄養教諭養成課程、

子ども学部子ども学科が幼稚園教諭養成課程および小学校教諭養成課程として認定

を受けている。令和７年度の教職課程履修者数は、栄養教諭 26名、幼稚園教諭192名、

小学校教諭90名、合計308名である。また、令和７年度の卒業者のうち 32名が、認定こ

ども園・幼稚園・小学校（中学校含）の教諭等として就職している。 

教職を担う学生の確保については、現代生活学部人間栄養学科では短期大学から編

入する学生のうち、栄養教諭一種免許状の取得を希望する者が多く、今後も関係大学

との連携強化を推進する。子ども学部子ども学科では「人間性と実践力を備えた先生」

の育成を掲げ、保育士・幼稚園教諭・小学校教諭の三つの資格・免許の同時取得を可

能としており、地域に根ざした保育者・教育者の養成を行っている。  

教員養成に関しては、中国学園大学教職課程委員会と学部教職課程担当者が連携

し、教職課程の改善を目的とした自己点検・評価を行っている。授業および教育方法

の改善を図るため、教員相互の授業参観を年２回（前期・後期各１回）、各２週間の授

業公開期間を設けて実施している。この期間中は、原則として全教員の授業を公開し

ている。授業を参観した教員は、授業の導入・展開・まとめといった流れに加え、資

料等の改善点について授業担当教員にフィードバックを行い、教育の質的向上に努め

ている。 

教職課程カリキュラムについては、現代生活学部人間栄養学科では食に関する指導

および学校給食の管理に関する内容を、子ども学部子ども学科では優れた保育者・教

育者となるための幅広い教養と専門的な知識・技能を身につける内容を体系的に編成

している。これらの教育においては、アクティブ・ラーニングやグループワークを取

り入れ、課題発見力および課題解決力の育成を図っている。また、履修カルテ等を活

用し、学生の学修状況に応じたきめ細かな教職指導を行っている。  

教員免許状取得者のうち、教職（保育職を含む）に就いた者は毎年 30名程度であ

り、一定の教員を輩出できていることから、本学は教職課程を有する大学としての

役割を十分に果たしていると考えられる。今後は、教職課程のさらなる改善と指導

の充実を図り、より質の高い教員養成に努めていく。  

                 

 

                       中国学園大学 

  学長 加賀 勝 
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Ⅰ 教職課程の現況及び特色 

１ 教職課程の現況 

（１）大学名：中国学園大学 

（２）学部名：現代生活学部人間栄養学科、子ども学部子ども学科  

（３）所在地：岡山市北区庭瀬83番地 

（４）教職課程の履修者数及び教員数 

 

① 教職課程の履修者数 

                      令和７年度（令和７年５月１日現在） 
                                    （人） 

学部・学科名 免許種 
教職課程履修者数 

合計 
１年 ２年 ３年 ４年 

現代生活学部人間栄養学科 栄養教諭一種 5 7 6 8 26 

子 ど も 学 部 子 ど も 学 科  
幼稚園教諭一種 37 50 47 58 192 

小学校教諭一種 20 24 24 22 90 

 

②教員数 
（人） 

学部・学科名 教授 准教授 講師 助教 その他 

現代生活学部人間栄養学科 ７ ４ ３ ４  

子 ど も 学 部 子 ど も 学 科 ８ ４ １ ２  

備考： 

 

 

（５）卒業者の現況 

 課程等（通学）                   令和７年度卒業者（令和８年５月１日現在） 
  （人） 

 就職先 

 

免許種･人数 

就 職 先 状 況 

認定こども園 幼稚園 小学校 その他 

正規 他 正規 他 正規 他 正規 他 

栄 養 教 諭 一 種        １   

小学校教諭一種     ５  10  １ 
(中学校) 

幼稚園教諭一種  14   １      

 

 

 

２ 特色 

中国学園大学は、教育基本法及び学校教育法の規定及び本学園の「自律創世」の教学

理念に基づき、地域との連携を取りながら、「知識・情操・意思」をバランスよく備え、  

豊かな人間性と専門的能力を備えた社会人を養成することを目的としている。各学部では

本学の目的を踏まえ、ディプロマ・ポリシーに掲げた「知識・理解」「思考・問題解決能

力」「技能」「態度」の４観点で示された学士力を養成するため、カリキュラム・ポリシー

及びアドミッション・ポリシーを策定している。  
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 現代生活学部人間栄養学科は、体験型の学修を重視して「栄養」と「健康」のプロを目

指している。実践的な授業を多く取り入れており、例えば、栄養セミナーでは菜園実習を

行い、栽培から料理に至るまでを実践している。また、社会性やさまざまな場面における

対応力を養うために、公民館における健康推進啓発活動、絵本を使った食育活動、地元企

業や行政との連携活動を行っている。さらに、栄養教諭の経験がある教員がきめ細やかな

授業を行うとともに、教育実習においても５日間と期間が短い実習であるため、授業に臨

む前に子どもの実態把握（アンケート調査実施）など事前準備を備えた上で、十分な打ち

合わせができるよう指導をしている。併せて、採用試験対策も行っている。  

 子ども学部子ども学科では、「先生になるなら中国学園大学子ども学部」をキャッチフ

レーズとし、保育現場や学校教育現場に加え、子どもと触れ合う多様な実践型カリキュラ

ムを編成している。保育士資格、幼稚園教諭一種免許状、小学校教諭一種免許状を同時取

得できるカリキュラムに加え、子どもの放課後を支援する内容を取り入れることで、放課

後児童指導員資格の取得が可能となるよう配慮している。これらを通して、０歳から12歳

までの保育・教育について、実践力と対応力を兼ね備えたスペシャリストの養成を目指し

ている。 

 

 

本学の沿革 

 本学は、昭和37（1962）年４月１日に岡山県岡山市に開学した学校法人平田学園（平成

 13（2001）年12月に学校法人中国学園に改称）を設置者とする「中国女子短期大学」が

始まりである。その後、昭和 41（1966）年度から男女共学の「中国短期大学」となっ

た。この「中国短期大学」から発展する形で平成14（2002）年４月「中国学園大学」が開

学した。開学当初は現代生活学部のみであったが、平成18（2006）年４月に子ども学部、

平成27（2015）年４月に国際教養学部が増設された。大学院は、平成18（2006）年４月に

現代生活学研究科、平成23（2011）年４月に子ども学研究科が設置された。 

学校法人中国学園及び中国学園大学の沿革は、以下の通りとなっている。 

〈中国学園大学の沿革〉 

昭和37（1962）年４月 学校法人平田学園設立 

中国女子短期大学開学 

昭和40（1965）年４月 現在地へ移転（岡山市庭瀬83番地）  

昭和41（1966）年４月 中国短期大学に改称 

平成元（1989）年４月 学校法人名称を平田学園から中国短期大学に改称 

平成13（2001）年12月 学校法人名称を中国短期大学から中国学園に改称 

中国学園大学現代生活学部人間栄養学科の設置認可 

平成14（2002）年１月 管理栄養士養成施設指定 

平成14（2002）年４月 中国学園大学開学 

現代生活学部人間栄養学科設置 

平成17（2005）年４月 栄養教諭一種免許状取得課程認定（現代生活学部） 

平成17（2005）年12月 子ども学部子ども学科の設置認可 

大学院現代生活学研究科人間栄養学専攻設立認可 

平成18（2006）年３月 現代生活学部人間栄養学科第１期生卒業 

平成18（2006）年４月 大学院現代生活学研究科人間栄養学専攻設置 

栄養教諭専修免許状取得課程認定（現代生活学研究科） 

子ども学部子ども学科設置 

幼稚園教諭一種免許状取得課程認定（子ども学部） 

指定保育士養成施設認定（子ども学部） 

平成19（2007）年４月 小学校教諭一種免許状取得課程認定（子ども学部） 

平成19（2007）年５月 岡山県立大学大学院保健福祉学研究科と連携大学院協定締結 

平成22（2010）年12月 大学院子ども学研究科子ども学専攻設立認可 
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平成23（2011）年３月 平成22年度認証評価で「適合」認定 

（日本高等教育評価機構） 

平成23（2011）年４月 大学院子ども学研究科子ども学専攻設置 

平成24（2012）年６月 「学校法人中国学園創立50周年記念式典」挙行 

（中国短期大学創立50周年、中国学園大学創立10周年） 

平成26（2014）年10月 国際教養学部国際教養学科設置認可 

平成27（2015）年４月 国際教養学部国際教養学科設置 

中学校及び高等学校教諭一種免許状（英語）取得課程認定 

（国際教養学部） 

平成29（2017）年３月 平成28年度認証評価で「適合」認定 

（日本高等教育評価機構） 

平成31（2019）年４月 子ども学部子ども学科定員変更 

国際教養学部国際教養学科定員変更 

中国学園大学・中国短期大学附属たねのくにこども園開園 

令和４（2022）年６月 学校法人中国学園創立60周年 

令和６（2024）年３月 令和５年度認証評価で「適合」認定 

（日本高等教育評価機構） 

令和７（2025）年４月 現代生活学部人間栄養学科、子ども学部子ども学科定員変更 

令和８（2026）年３月 （幼保連携型認定こども園）中国学園大学・中国短期大学附

属たねのくにこども園 事業譲渡 

 

〈建学の精神・大学の基本理念〉 

中国学園大学の母体は「地域の女子の教養を醸成する」ことを目的として、昭和37 

（1962）年に建学された中国女子短期大学（現在、中国短期大学）である。創始者の初代

学長平田定子は「文化の香りのする、心ある、そして風格のある大学」を目指した。その

精神は、男女共学に発展した後も変わらず、現在でも受け継がれている。 

このような建学意図を踏まえて第二代学長内藤雋輔は教育理念として「あたたかい

心、 ひらめく英知、たえぬく努力」の三徳目を制定した。そして、第六代学長松畑煕一

は学園の歴史に貫かれている精神を「全人育成」の一語で表し、知・情・意のバランスの

取れた全人的教育を、地域と連携・協働して展開する大学であることを明示した。さら

に、平成31（2019）年度に第七代学長千葉喬三は、教学の理念として「自律創世」を掲

げ、「自分自身で考え、自分の意思で行動する（自律）」とともに、常に「自分の思考や行

動を社会の発展に活かす（創世）」ように、個々の特性を可能な限り尊重し、知的資質と

人間性の向上を指向した教育を行うことを明示した。 

 

〈アドミッション・ポリシー  令和７年度入学生用〉 

中国学園大学は、ディプロマ・ポリシーに掲げる学士力を身につけた人材を養成す

るために必要な、基礎的な知識・技能とともに、思考力、判断力、表現力、協調性お

よび主体的に学ぶ態度を高等学校等における学習を通して身につけた、意欲にあふれ

る人を多様な入試方法により受け入れます。 

 

【現代生活学部人間栄養学科】 

○栄養学の専門家である管理栄養士を目指す人 

○食べ物や食文化、健康について興味や関心がある人 

○食を通じて人や地域とふれあい、人生を豊かにしたいと希望している人 

○栄養学を広く学びそれにより自己実現を志向している人 

 

【子ども学部子ども学科】 

○教学の理念のもと、豊かな人間性の涵養に努め、保育や教育等について専門的に学

びたいという意欲のある人 
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○保育や教育等に関する教育課程を学修するために必要な、基礎的な知識・技能とと

もに、思考力、判断力、表現力、協調性および主体的に学ぶ態度を有している人 

○保育や教育等に関する専門的能力を身につけた保育者・教育者となり、社会に貢献

したいという願いを持っている人 

 

〈ディプロマ・ポリシー〉 

中国学園大学は、「自律創世」を教学の理念としています。「知識・情操・意思」を

バランスよく備え、豊かな人間性と専門的能力を身につけた人材を養成します。 

このような人材を養成するため、所定の期間在学し、所属学部において定める学士

力を身につけ、所定の単位を修得した学生に学位を授与します。 

 

【現代生活学部人間栄養学科】 

人の栄養に関する必要な幅広い知識と技術を身につけ、人間性豊かな人格を兼ね備

えるとともに、人々の健康の保持・増進に貢献できる人材を養成します。所定の単位

を修得した学生に学士（栄養学）を授与します。 

＜知識・理解＞ 

栄養に関する専門的知識を有し、技量等を統合して健康の維持増進や疾病予防・治

療に応用できる。 

＜思考・問題解決能力＞ 

全人的な観点から対象者を理解し、科学的根拠に基づいた論理的思考および判断が

でき、ライフステージの特性に応じた健康の維持増進、疾病予防・治療に貢献でき

る。 

＜技能＞ 

対象者の栄養状態を的確に評価することができ、他職種と連携して問題解決のため

の栄養ケア計画および栄養指導・支援ができる。 

＜態度＞ 

職業人としての倫理を身につけ、人権、人格を尊重し、行動することができる。ま

た、豊かな人間性と社会性を持ち合わせ、信頼される管理栄養士として社会に貢献す

る志と自己研鑽する意識を持つことができる。 

 

【子ども学部子ども学科】 

教学の理念のもと、「知識・情操・意思」をバランスよく備え、豊かな人間性と専

門的能力を身につけた保育者・教育者を養成します。所定の単位を修得した学生に学

士（子ども学）を授与します。学士力とは、「知識・理解」「思考・問題解決能力」 

「技能」「態度」から成ります。 

＜知識・理解＞ 

保育や教育等に関する幅広い教養と専門的知識を修得し、子どもに関わる様々な場

面で主体的に活用することができる。 

＜思考・問題解決能力＞ 

子どもに関わる様々な場面から、主体的に問題を見いだし、問題解決の方法を探究

し、計画を立てて実践し、振り返って次の問題の発見・解決につなげていくことがで

きる。 

＜技能＞ 

保育や教育等に関する専門的技能を修得し、子どもに関わる様々な場面で主体的に

活用することができる。 

＜態度＞ 

子どもに関わる様々な場面において、子どもの最善の利益を実現するために、主体

性を持って多様な人々と協働して問題解決を図ろうとする。 
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＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料１：2024年度学生募集用Ａ４両面カラーチラシ「中国学園大学子ども学部子ども学

科保育士資格 幼稚園教諭一種免許状、小学校教諭一種免許状 ４年間で３

つ同時取得できる！」 

・資料２：2025年度学生募集用Ａ５リーフレット「中国学園大学子ども学部子ども学科 

保育所、幼稚園 認定こども園、小学校の先生になるなら！」 

・資料３：朝日新聞出版ＡＥＲＡ ＭＯＯＫ『就職力で選ぶ大学2025』（2024年８月30日

発売）に広告掲載「中国学園大学 特別篇 大学のトップが語る いま必要

な力と学び INTERVIEW 加賀勝学長」 

・資料４：教員養成に係る教員及び授業科目に関すること 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/246/246_qxznkibuKxauzMCbPBhlOdlUwVXSuRSgyuPIVnUuznewzGHIla.pdf 

・資料５：教員の養成に係る組織及び教員の数、各教員が有する学位及び業績並びに各教

員が担当する授業科目に関すること 

教員養成に係る組織及び教員の数 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/247/247_IkhwvGQjPhvMrVEXrEOMVzBfzHvRpTEEyWzJAOivieLgdlyRoX.pdf  

中国学園大学 各教員が有する学位及び業績 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/216/216_grMWCrUSGrCblXShKMpOMrcOFfdzjBsHmhvBCPyVMwJGNvDUEG.pdf 

・資料６：教育研究上の基本組織に関すること 

中国学園 組織図  

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/253/253_deMCIESnlyhfowTBlTlJdlGsEodAeNbKJcAJJeKPNcfDeXdqdD.pdf 

中国学園 事務組織図 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/252/252_HKBzWtAaoipchKpxRyjXvmUvuVbjFWVuyNkfaJPCrHmNfYvpMV.pdf 

・資料７：教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

専任教員数 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/249/249_lcdEuEgSmzitqIcDMoqzqMdQsSagFRVtfahGdQFcrDVuISBmGd.pdf 

・資料８：教員一人あたりの学生数 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/226/226_HIfoMEjpmGvUDbfjJSdyTtPyFOUHpIJqUbPzBmckNvhqFzihtH.pdf 

・資料９：各教員の研究業績一覧 中国学園大学 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/216/216_grMWCrUSGrCblXShKMpOMrcOFfdzjBsHmhvBCPyVMwJGNvDUEG.pdf 

・資料10：令和８年度自己点検評価書、中国学園大学、2026年 

・資料11：令和７年度中国学園大学学生便覧、2025年、pp.24-25 

・資料12：中国学園大学・中国短期大学 大学案内2026、2025年、pp.11-12、pp.23-30 
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Ⅱ 基準領域ごとの教職課程自己点検・評価  

 
基準領域１ 教職課程に関わる教職員の共通理解に基づく協働的な取り組み 

 

基準項目１－１ 教職課程教育の目的・目標の共有 

 

〔現状〕 

教職課程教育の目的・目標を、「卒業認定・学位授与の方針」及び「教育課程編成・実

施の方針」（資料１－１－１）等を踏まえて設定し、育成を目指す教師像とともに「中国

学園大学ディプロマ・ポリシー」「中国学園大学カリキュラム・ポリシー」は学生便覧、

ホームページ、大学案内に明示して、学生に周知している（資料１－１－２）。  

現代生活学部人間栄養学科の教育目的・目標は以下の通りである。  

現代生活学部は、現代及び将来の生活に必要な知識と技術を創造し、これを社会へ提

供しながら、自主性に富む人格を育成することを目的とする。  

人間栄養学科は、人の栄養に関わる新しい知識と技能を創造し、人の健全な食生活に

ついて企画・管理・指導できる管理栄養士を養成することを目標とする。（大学設置基準

第２条、中国学園大学学則第１条第２項第１号）（資料１－１－３）  

子ども学部子ども学科の教育目的・目標は以下の通りである。  

子ども学部は、子ども学の研究を通して現代社会における子ども支援に多面的に貢献  

できる人材の育成を目的とする。  

子ども学科は、地域との連携の中で深い子ども理解を基礎として子どもの文化・社会  

の向上と子どもの保育・教育の発展に資する実践的能力を涵養することを目標とする。（

大学設置基準第２条、中国学園大学学則第１条第２項第２号）（資料１－１－３）  

育成を目指す教師像の実現に向けて、関係教職員が「中国学園大学教職課程委員会」

を定期的に開催し、教職課程の目的・目標を共有し、教職課程教育を計画的に実施してい

る。令和７年度において「中国学園大学教職課程委員会」は５月20日（第１回）、９月９

日（第２回）、令和８年1月７日（第３回）、３月11日（第４回）の計４回開催した。会議

では、令和７年度教育実習報告、令和７年度教職課程自己点検評価報告書作成、中国・四

国地区私立大学教職課程研究連絡協議会（12月６日開催）報告、教職課程FD研修内容検

討について議題として取り上げ協議した（資料１－１－４）。  

  

〔優れた取組〕 

教職課程教育を通して育もうとする学修成果（ラーニング･アウトカム）を、「卒業認

定･学位授与の方針」を踏まえて、中国学園大学の「ディプロマ・ポリシー」「カリキュラ

ム・ポリシー」として具体的に示し、可視化を図っている（資料１－１－２）。  

また、本学の「ディプロマ・ポリシー」及び「カリキュラム・ポリシー」として  

Ｗｅｂ上に公開するとともに、教職課程委員会を定期的に開催し、各学部の指導計画・指

導内容を共有するとともに、適正な指導が行われているか点検し、振り返りを行ってい

る。  

 

〔改善の方向性・課題〕 

教職課程担当教員が複数いる現代生活学部と子ども学部については、引き続きより綿

密な情報共有を行い、協働的に学生指導にあたるよう努める。 

ＵＮＩＰＡ(教務システム)の運用における学修支援システムを活用した学生の学修目

標の達成状況の可視化により、履修指導の改善をするよう努めているが、まだ学修ポート

フォリオが教員にも学生にも定着していない。記録に残すことを習慣化し、学修成果を蓄

積できるようにすることが課題である。来年度も重点的に取り組んでいく必要がある。 

教育実習の効果的な実施を進めるために、教職課程委員会を中心とした取り組みがで

きてきているのでそれを継続する。 
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＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料１－１－１：「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）、「教育課程編

成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）及び「入学者受入れの

方針」（アドミッション・ポリシー）の策定及び運用に関するガイド

ライン（平成28年３月31日大学教育部会） 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/houkoku/1369248.htm 

・資料１－１－２：中国学園大学のディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 

https://www.cjc.ac.jp/policy/chugokugakuen_page/#VqcOAAT6 

・資料１－１－３：中国学園大学学則 

・資料１－１－４：令和７年度第１～４回教職課程委員会資料及び議事録  

 

 

基準項目１－２ 教職課程に関する組織的工夫  

 

〔現状〕 

教職課程認定基準を踏まえた教員を適切に配置し（資料１－２－１）、研究者教員と実

務家教員及び事務職員との協働体制を構築している（資料１－２－２）。教職課程の運営

に関して中国学園大学教職課程委員会と学部の教職課程担当者とで適切な役割分担を図っ

ている。しかし近年、定年退職等により担当教員が減少傾向にある。現在、大学設置基準

ぎりぎりの定員で構成し、教職課程の編成、運営や学生指導、教育実習、教員採用試験支

援を行っている。 

教職課程教育を行う上での施設・設備が整備され、クロームブック貸出や１人１台 

ＰＣ等によるＩＣＴ教育環境の適切な利用が可能となっている。 
また、教員養成に係る組織及び教員の業績等の状況については、中国学園ホームペー

ジにおいて、適宜、情報公開している（資料１－２－１、資料１－２－２、資料１－２－

３、資料１－２－４）。 

 

〔優れた取組〕 

教職課程の質的向上のために、「中国学園大学ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメン

ト）委員会」並びに、「中国学園大学ＳＤ（スタッフ・ディベロップメント）委員会」が

中心となって、授業評価アンケートの活用や公開授業、そのフィードバックをはじめ、 

ＦＤにおける授業・カリキュラム改善、教育・学生支援体制の整備等やＳＤにおける教職

員の能力開発の取り組みを積極的に展開している（資料１－２－５、資料１－２－６）。 

中国学園大学教職課程委員会と学部教職課程担当者とが連携し、教職課程の改善を目

的とした自己点検・評価を行うことで、組織的に機能させる取り組みを行っている。 
教員が授業・教育方法の改善を行うため、教員相互の授業参観を年に２回（前・後期

各１回）、それぞれ２週間の授業公開期間を設けている。この期間、原則として全教員の

授業が公開される。教員は空いている時間に自由に他の教員の授業を参観できる。互いに

授業を参観し、授業の導入・展開・まとめといった流れに加えて、資料等の使い方等良い

点や改善点を指定された用紙に記入し、教務課へ提出してもらっている。そして、その結

果を授業担当者・教員にフィードバックを行っている。令和７年度前期は６月17日～30日

に実施し、後期は11月25日～12月８日に実施した。教員の参加については、前期24名、後

期33名であった（資料１－２－７）。 

授業方法の改善等についてのＦＤ研修会を、学内教員または外部講師により、授業改

善・カリキュラム改善等の研修会として年３回実施している。令和７年度は、全学的に

は、８月27日（第１回）、９月３日（第２回）、９月９日（第３回）に実施した。テーマと

概要については、以下のとおりである。第１回の研修「データサイエンスセンターに変わ

って－パソコン必携化に向けて他」では、パソコン必携化に向けた内容を共有する目的

で、必要な機能や利用法等、学生が使用するパソコンについて理解した。第２回の研修「 

学生の学修時間・学修行動を踏まえた教育活動の見直し」では、学生を通じ教育活動への

見直しや、意見交換を行い次年度以降に生かせる可能性や工夫できることの気づきとなっ
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た。第３回の研修「ＡＩで輝く－ＡＩであなたの『専門知識』をもっと輝かせよう！」で

は、授業への可能性が広がる旨の内容が示され、興味を抱く教員もいた。（資料１－２－

８） 

また、教職課程委員会では、令和７（2025）年度教職課程ＦＤ研修会を実施した。テ

ーマは、「適正な教育実習の在り方」とし、令和４（2022）年12月19日の中央教育審議会

答申「『令和の日本型学校教育』を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について～

「新たな教師の学びの姿」の実現と、多様な専門性を有する質の高い教職員集団の形成

～」で示された方向性を踏まえた内容とした。当該答申においては、教育実習の時期を早

めることや分散して実施すること、実習日の曜日などを固定化することなどが提言されて

いる。これらの提言を受け、教育実習の在り方について、他大学や養成校等における実践

事例および研究成果を共有し、子ども学部における教育実習の早期化や分散型実施の可能

性について検討を行った。あわせて、教職課程および教育実習の現状について、小学校実

習および幼稚園実習の各担当者による報告と情報共有を行った（資料１－２－９）。  

授業評価アンケートを各期実施している。学生はＵＮＩＰＡ（教務システム）上で科

目ごとにアンケートページにアクセスすることができ、回答するアンケート情報が表示さ

れた画面に沿って入力する。自由記述欄も設け、学生の意見を聴取している。教員は評価

結果に対して振り返り、授業改善及び指導力向上についてコメント欄に記入している（資

料１－２－10）。 

卒業する学生に対し、２月15日～３月20日までＵＮＩＰＡ上のオンライン回答方式で

授業、資格等について卒業生アンケートを実施している。 

 

〔改善の方向性・課題〕 

各学部の教職課程担当教員間での情報共有のみならず、教務課との連携の必要もある

ため教職課程委員会において、引き続き情報共有を綿密に行う。 

学生の実態および高校生のニーズを踏まえ、教育課程の継続的な見直しを行う。ＵＮ

ＩＰＡ上の学修ポートフォリオを活用して学生の学修成果の獲得状況を把握・可視化し、

その分析結果を教育課程および教育活動の改善に反映する。 

また、受け入れた三年次編入生が教育目的およびディプロマ・ポリシーを達成できる

よう、編入生の実態を考慮した教育課程の再検討を行う。 

加えて、デジタル技術を効果的に活用した教材作成や授業方法等に関するＦＤを全学

的に推進する。 

あわせて、教職課程のカリキュラム改善および質の向上を図るため、教育課程の編

成、教員配置、教育実習およびボランティア等を含む教職指導の方針を実質的に担う組織

として、整備していく。 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料１－２－１：教員養成に係る教員及び授業科目に関すること 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/246/246_qxznkibuKxauzMCbPBhlOdlUwVXSuRSgyuPIVnUuznewzGHIla.pdf 

・資料１－２－２：教員の養成に係る組織及び教員の数、各教員が有する学位及び業績並

びに各教員が担当する授業科目に関すること 

教員養成に係る組織及び教員の数 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/247/247_IkhwvGQjPhvMrVEXrEOMVzBfzHvRpTEEyWzJAOivieLgdlyRoX.pdf 

中国学園大学 各教員が有する学位及び業績 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/216/216_grMWCrUSGrCblXShKMpOMrcOFfdzjBsHmhvBCPyVMwJGNvDUEG.pdf 

・資料１－２－３：教育研究上の基本組織に関すること 

中国学園 組織図  

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/253/253_deMCIESnlyhfowTBlTlJdlGsEodAeNbKJcAJJeKPNcfDeXdqdD.pdf 
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中国学園 事務組織図 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/252/252_HKBzWtAaoipchKpxRyjXvmUvuVbjFWVuyNkfaJPCrHmNfYvpMV.pdf 

・資料１－２－４：教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること

専任教員数 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/249/249_lcdEuEgSmzitqIcDMoqzqMdQsSagFRVtfahGdQFcrDVuISBmGd.pdf 

教員一人あたりの学生数 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/226/226_HIfoMEjpmGvUDbfjJSdyTtPyFOUHpIJqUbPzBmckNvhqFzihtH.pdf 

各教員の研究業績一覧 中国学園大学 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/216/216_grMWCrUSGrCblXShKMpOMrcOFfdzjBsHmhvBCPyVMwJGNvDUEG.pdf 

・資料１－２－５：中国学園大学ファカルティ・ディベロップメント委員会規程 

・資料１－２－６：中国学園大学・中国短期大学スタッフ・ディベロップメント委員会規 

         程 

・資料１－２－７：令和７年度授業参観者の意見・感想 

・資料１－２－８：「令和７年度 FD研修会を実施しました。」、中国学園大学ホームページ

（学園からのお知らせ） 

https://www.cjc.ac.jp/data/804/news_detail/ 

・資料１－２－９：令和７年度第１回教職課程ＦＤ研修会資料及び記録 

・資料１－２－10：中国学園大学授業評価アンケート 

 令和７年度前期 

   https://www.cjc.ac.jp/cgi- 

image/1584/1584_LGIiXFSsPMqHaGEIXbxhCSdfKLMAXkODzDjbEQoehsqGFxPiPe.pdf 

  令和７年度後期 

   https://www.cjc.ac.jp/cgi- 

image/1751/1751_IDlxwxwmaQhxIgFDYAWkHHtKBaRhQObkmIhATYYDxBLotsQsUn.pdf 

 

 

 

 

 

 

https://www.cjc.ac.jp/cgi-
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基準領域２ 学生の確保・育成・キャリア支援 

 
基準項目２－１ 教職を担うべき適切な学生の確保・育成 

 

〔現状〕 

当該教職課程で学ぶにふさわしい学生像を「入学者受入れの方針」等を踏まえて、「中

国学園大学アドミッション・ポリシー」として具体的に示し、学生の募集や選考及びガイ

ダンス等を実施している（資料２－１－１）。  

「教育課程編成・実施の方針」等を踏まえて、教職を担うにふさわしい学生が教職課程

の履修を開始・継続するための基準（実習科目を履修登録できる条件を設定する等）を学

部ごとに設定している。「卒業認定・学位授与の方針」も踏まえて、当該教職課程に即し

た適切な規模の履修学生を受け入れている。  

現代生活学部人間栄養学科では、教員による高校訪問・出張講義を強化したり、高等学

校等で行われるガイダンスに参加したりしている。また、令和６年度には、栄養士養成課

程をもつ四国の２つの短期大学と連携協定を締結し、三年次編入生の確保に努めている。  

子ども学部子ども学科では、高等学校等で行われるガイダンスや進路説明会に教員が参

加するとともに、入試広報課参与と連携して高校訪問を実施した。高校訪問の状況につい

ては、学科会議で報告し、情報を共有している。また、インスタグラムおよびホームペー

ジの内容を充実させることにより、学科の魅力ある取り組みを紹介した。  

三年次編入生の確保に向けては、同一学校法人内に設置されている中国短期大学保育学

科において、前期末に保育学科２年生を対象とした３年次編入に関する説明を行った。さ

らに、保育学科学科長から「１年次後期末に説明を行う方がより効果的である」との意見

が出されたことを受け、３月にも説明を実施した。  

 

〔優れた取組〕 

 現代生活学部人間栄養学科は、特に短期大学から編入する学生について栄養教諭一種

免許状取得を希望する学生が多く、今後も短期大学との連携の強化を推進していく。  

 子ども学部子ども学科では、「人間性と実践力を備えた先生」の育成を教育目標として

いる。希望する学生は、保育士資格・幼稚園教諭免許状・小学校教諭免許状の三つを同時

に取得することができる。また、「地元に密着した保育者・教育者養成」を掲げ、地域と

連携した教育を推進している。これらの内容は、大学案内（資料２－１－２）に記載され

ている。 

インスタグラムおよびホームページに掲載する写真等の活用について広報戦略室から助

言を受け、高校生が閲覧しやすく興味を持ちやすい内容となるよう工夫した（資料２－１

－３）。また、オープンキャンパスの企画と内容を見直し、授業体験に加えて公立保育職

および小学校教諭の合格者状況について説明を行った。さらに、子ども学部ミニパンフレ

ットとオリジナルグッズを来場者への配布物として位置付け、学部の理解促進に活用し

た。加えて、乳幼児や小学生を対象とする学科行事へのボランティア参加を高校生に募集

することで、子ども学部の学びの特徴や雰囲気を伝え、受験意欲の向上につなげた。  

 

〔改善の方向性・課題〕 

 本学の魅力を高校生に効果的に発信するため、広報活動および高大連携を通じてアドミ

ッション・ポリシーの周知を図る。 

オープンキャンパスや高校訪問等の内容を改善・充実させることで、受験者の安定的

な確保につなげる。また、同窓会との連携を強化し、県北地域および県外からの入学者の

一層の確保を目指す。 

子ども学部子ども学科では、少子化の進行により入学志願者数の確保が全国的な課題

となる中、学科の特色を分かりやすく発信し、入学希望者を安定的に確保することが重要

となっている。そこで、総合型選抜入試への事前の取組や、Ｗｅｂ・ＳＮＳによる情報発

信、高校生・中学生を対象とした独自イベントの実施を通して、本学科への理解と志望意
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欲の向上を図ることを目的とする。具体的には、次の三点を重点目標として取り組みを進

める（資料２－１－４）。 

  １情報発信の強化 

２オープンキャンパスの充実 

３入学希望者の開拓 

１．情報発信の強化 

（１）インスタグラムの活用 

全教員が主体的に参加する形で、学科公式インスタグラムを定期的に更新する。授業

風景、学生の学びや成長の様子、子ども学部ならではの行事や成果物などを紹介し、高校

生や保護者に学科の雰囲気や学びの内容が具体的に伝わるようにする。 

更新状況や反応については、学科会議において定期的に報告・共有し、投稿内容の改

善や新たな企画に生かす。 

（２）オリジナルグッズの配布 

オープンキャンパス参加者や資料請求者を対象に、子ども学部オリジナルグッズを配

布する。グッズには、季節の壁面飾りをモチーフとしたデザインなど、保育・幼児教育の

魅力が感じられる要素を取り入れ、本学科への親近感と記憶の定着を図る。 

２．オープンキャンパスの充実 

高校生が繰り返し参加したくなるオープンキャンパスを目指し、次の点に留意して企

画を充実させる。 

（１）体験授業の多様化 

毎回のオープンキャンパスにおいて、保育・幼児教育に関する内容と小学校教育に関

する内容の双方の体験授業を用意する。参加ごとに異なるテーマを設定することで、複数

回参加する高校生にも新たな発見があるよう工夫する。 

（２）展示と会場装飾 

保育・幼児教育の展示コーナーにおいて、色鮮やかな季節の壁面飾りや授業の一環で

製作した成果物を展示する。会場全体を明るく装飾するとともに、学生がどのような授業

でどのような力を身に付けているかが一目で分かるよう、授業名や学びのポイントを添え

て紹介する。 

３．入学希望者の開拓 

（１）高校生・中学生対象イベントの実施 

高校生および中学生が参加できる体験イベントを、年間を通して複数回実施する。子

ども学部で行うイベントの情報は、インスタグラム、オープンキャンパス、学内ポータル

（infoCloud）等を通じて発信し、広く参加を呼びかける。 

（２）情報提供の工夫 

イベント告知や報告においては、写真や学生のコメントを活用し、本学科で学ぶイメ

ージや卒業後の進路につながる学びが伝わるよう工夫する。また、教員と在学生が協力し

て高校訪問などを行い、対面での情報提供とフォローも行う。 

今後の展望としては、前述の取組を通して、総合型選抜入試に向けた早期の接点づく

りと、入学後の学びの具体的なイメージの提供を進める。今後は、インスタグラムのアク

セス解析やオープンキャンパス参加者アンケート等の結果をもとに、取組の効果を検証し

ながら内容の改善と新たな企画の立案を継続していく。 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料２－１－１：中国学園大学のアドミッション･ポリシー (入学者受入れの方針) 

https://www.cjc.ac.jp/policy/chugokugakuen_page/ 

・資料２－１－２：中国学園大学・中国短期大学 大学案内2026、2025年、p.32  

・資料２－１－３：中国学園大学子ども学部Instagram 

  https://www.instagram.com/cgu_kodomo 

・資料２－１－４：2025年度中国学園大学子ども学部子ども学科経営方針 
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基準項目２－２ 教職へのキャリア支援 

 

〔現状〕 

学生の教職に就こうとする意欲や適性を把握するために、就職担当者や各学年に担任、

チューターを配置したり、個別面談を行ったり等の支援を行っている。  

就職支援課（就職支援センター）を中心として、学生のニーズや適性の把握に基づいた

適切なキャリア支援を組織的に行っている。学部の教職課程担当者は、就職支援課（就職

支援センター）と連携し、教職に就くための各種情報を提供している。また、本学園内で

の連携や県や市の教育委員会とも連携をとっている。  

子ども学部子ども学科では、３・４年生を対象として、４月、11月に教員採用試験につ

いて広島県、岡山県や岡山市の教育委員会の担当者の説明を受ける機会を設けた。令和８

年度教員採用試験においては、公立学校教員採用試験の受験希望者が少なかったことに加

え、二次試験での不合格者が多数であった。その結果、公立採用試験合格者は、小学校教

諭５名、公立保育職４名となった。公立採用試験では実技や身体表現（ダンス等）、教員採

用試験では個人面接などの場面を、学生が特に苦手としていると分析している。  

                               

〔優れた取組〕 

中国学園大学・中国短期大学附属「たねのくにこども園」と連携し、実践の場を意識

した学修環境と学生へのサポート体制の充実に取り組んでいる。令和７年度は、学園内連

携の一環として、次の取組を実施した。 

「子どもの理解と援助」（１年・後期）では、園内施設の見学を２回行うとともに、学

生が立案した内容による保育実践を１回実施し、子どもの理解に基づく援助方法の具体化

を図った。 

「子どもと音楽研究」（３年・後期）では、園児を対象とした音楽演奏の披露を１回行

い、音楽表現を通した子どもとのかかわり方について学ぶ機会とした。 

「教育実習研究Ａ」（３年・後期）では、幼稚園実習に先立ち園見学を行い、実習先園

の環境や保育内容を事前に理解することで、実習準備の充実を図った（資料２－２－

１）。 

「児童英語演習」（２年・後期）では、歌とダンス、大型絵本の読み聞かせを行い、英

語表現を取り入れた教育・保育実践の方法を体験的に学ぶ機会とした（資料２－２－２、

資料２－２－３）。 

「卒業研究Ⅰ」（４年・前期）では、学生が製作したエプロンシアターの実演を４回実

施し、研究成果を現場で検証するとともに、表現力や子どもへの伝え方を磨く場とした。 

これらの取組を通して、附属園との連携を生かした実践的な学修機会を確保し、学生

の保育実践力および保育現場理解の一層の向上につながっている。 

 また、授業では保育室を模した教室でロールプレイング等を行うことができるほか、授

業の空き時間にはグランドピアノを設置した練習室を自由に利用できるなど、学生が表現

力を高められる学習環境を整備している（資料２－２－４）。 

次に、キャリア教育および就職支援の取組については、中国学園大学教職課程委員会

と学部の教職課程担当教員が連携し、体系的な支援体制を構築している。具体的には、１

年次から教員採用試験対策セミナーを継続的に実施するなど、早期からの意識付けと段階

的な指導を行っている。これらの取組を通じて、教員免許状の取得件数および教員として

の就職率の向上を図っている（資料２－２－５）。 

教員採用試験等への体系的な試験対策が行えるよう、教育課程にキャリア形成教育お

よび就職支援科目を配置している。具体的には、「小学校教育基礎演習」「小学校教育基礎

研究」「小学校教育研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」「キャリア教育論」「キャリア教育演習」「保育実践研

究Ⅰ・Ⅱ」等を開設し、教職を志望する学生のキャリア形成を段階的に支援している。 

これらの授業においては、教職に就いている卒業生や地域の多様な人材等との連携を

図っている。保育者や教員として活躍している卒業生、園長などの先輩教員をゲストティ

ーチャーとして招聘し、講話を聴く機会を設けている。令和７年度には、「小学校教育研
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究Ⅲ」において公立小学校教諭２名を招き実務に基づく講話を行った。また、「小学校教

育研究Ⅱ」では、公立小学校教員採用試験に合格した４年次生が、３年次生に対して教員

採用試験に向けた学習の進め方、面接や模擬授業への準備、心構えなどについて具体的に

助言する機会を設定した。 

さらに、３年次前期開講科目「キャリア教育演習」では先輩保育者２名による講話を

実施し、保育現場の実情やキャリア形成の在り方について学ぶ機会を提供した。４年次後

期開講科目「保育・教職実践演習」の最終回では、本学園短期大学卒業生であり、私立園

園長として教育実習生の受け入れや指導にあたっている山本氏による講話を行い、専門職

として求められる資質・能力や実習生への期待について理解を深めさせた。これらの講話

や交流を通して、学生は保育者・教員としての具体的な将来像を描き、自らのキャリア目

標や教職への志望動機を明確にしつつある。 

また、課外活動によるキャリア支援の充実を図る観点から、子ども学部子ども学科で

は、学生有志と教員による教員採用試験対策プログラム「教志会」を組織し、４年間を通

して計画的に採用試験対策セミナーを実施している。学生は、筆記試験、面接、模擬授業

などに対する具体的な対策に継続的に取り組み、自信をもって試験に臨む力を高めるとと

もに、学年を超えた交流を通じて相互に刺激を受けながら就職に向けた準備を進めてい

る。教員採用試験の面接対策においては、校長経験を有する教員等が指導を担当し、現場

の実情を踏まえた指導を行っている。令和７年度には、公立保育職採用試験対策「教志会

春期セミナー」として２月上旬に３日間の集中プログラムを実施した。内容は、志願書・

エントリーシート作成、SPI３対策、ピアノ実技、面接および模擬授業であり、１回90分

の講座を全８コマ開講した（資料２－２－６）。 

これらの取り組みの成果として、令和７年度卒業生においては、公立保育職合格者４

名、公立小学校教諭合格者５名の９名が教員等として採用されており、教員採用試験対策

プログラムが学生の進路実現に一定の効果を上げていると考えられる。 

現代生活学部人間栄養学科では、教育実習の事後指導として岡山県教育庁保健体育課に

よる「栄養教諭の役割と職務内容」の講義を受講し、岡山県の現状と課題や栄養教諭の職

務と役割等について学修した（資料２－２－７）。また、令和７年度は岡山市立の中学校

で栄養教諭として勤務されている方に「学校現場における栄養教諭の実際とこれから」と

いう題目で特別講義をしていただいた。実践的な内容で、現在の課題や今後の方向性とい

った現実的な話をしてもらった（資料２－２－８）。  

 ＵＮＩＰＡ（教務システム）上の学修ポートフォリオの活用は、キャリア形成支援の基

盤としても機能し始めている。学生は教員からのフィードバックを踏まえながら、次学期

の学修目標を「将来の進路」や「取得を目指す資格」と関連付けて設定することができる

ようになった。その結果、自身の強みや課題を早期に自覚し、中長期的なキャリアプラン

を意識した科目選択や課外活動への参加につなげやすくなっている。  

また、ポートフォリオに蓄積された目標・振り返り・教員コメントは、就職活動時の自

己ＰＲやエントリーシート作成の素材としても活用可能であり、学生が大学での学びを

「言語化された実績」として外部に示すための重要な基礎資料となっている。一方で、す

べての学生が継続的にポートフォリオを活用しているとは言い難く、入力内容の質のばら

つきも見られる。  

 

〔改善の方向性・課題〕 

 教育現場への就職率について、子ども学部子ども学科では、幼稚園・認定こども園・保

育所等の就学前教育現場（36.7％）に比べて、小学校への就職人数（17.6％）は増えつつ

あるがまだ少ないという点が課題であると認識している。  

 令和６年度から導入された大学3年生前倒し選考やチャレンジ選考は、教員採用試験の

新たな扉を開く制度として位置付けられており、導入自治体も拡大しつつある。これらの

制度により、教員を志望する学生に対して複数回の受験機会が確保され、学習負担の分散

化が図られるなどの利点が生じている。本学としても、この動向を踏まえ、３年次におけ

る教員採用試験受験を見据えた早期からのキャリア支援体制を一層強化していく必要があ
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る。具体的には、授業との連携を図りながら、教志会が中心となって採用試験対策セミナ

ーを早期から計画的に実施し、下学年の段階から積極的な参加を促していく。あわせて、

筆記試験対策に加え、面接や集団活動、模擬授業など多面的な選考に対応できるよう、実

践的なトレーニングの機会を拡充する。また、教職への就職を一層促進するため、個々の

状況に応じたきめ細かな進路面談の実施および採用情報・求人情報等の提供機会を増や

し、学生が早期から計画的に準備できる環境の整備に努める。  

 また、令和７年度の公立教員採用試験においては、保育職および小学校教諭の二次試験

における不合格者が多数となった。特に公立保育職採用試験については、受験希望者自体

が少なかったことから合格者数も例年より大きく減少し、本学関係の合格者は４名にとど

まった。二次試験の内容別にみると、公立保育職採用試験では実技や身体表現（ダンス等

）、小学校教諭採用試験では個人面接が、学生にとって課題となっている様子がうかがえ

る。面接指導については、今後も校長経験者等の実務経験を有する教員が中心となり、継

続的かつ計画的な指導体制を維持・充実させていく必要がある。また、教職科目の中に採

用試験対策の要素を位置付け、授業の中で面接や実技試験への準備ができるようカリキュ

ラムの工夫を進めている。  

 加えて、教育課程の改善においては、学生が自ら表現し、発表する機会を体系的に位置

付けた授業内容とすることが求められる。学科必修としていた科目については卒業必修へ

の見直しを行うなど、教員採用試験対策を組織的かつ計画的に推進していく必要がある。  

併せて、課外活動である「こども・あごら」「教育支援人材」「子どもボランティアク

ラブ」「教志会」等を通して子どもと触れ合う機会を継続的に提供し、学年の進行に応じ

て学生の教職志望を維持・向上させていきたい。  

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料２－２－１：「教育実習研究Ａ」シラバス 

  https://www.cjc.ac.jp/syllabus/campuslife_page/ 

・資料２－２－２：「児童英語演習」シラバス 

  https://www.cjc.ac.jp/syllabus/campuslife_page/ 

・資料２－２－３：「大学コンソーシアム岡山・単位互換授業: 児童英語演習講座で英語

絵本の読み聞かせ」、中国学園大学ホームページ（学科トピックス） 

  https://www.cjc.ac.jp/data/838/topics_detail/ 

・資料２－２－４：令和７年度中国学園大学学生便覧、2025年、pp.73-89 

・資料２－２－５：卒業者の教員への就職の状況に関すること 

 https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/1963/1963_zzuNBXiEoTkJEjUBjwhHMvFooSwNqCOrUztmnWPkAqeXThIedS.pdf 
・資料２－２―６：教志会春期セミナー計画(幼保)  

・資料２－２－７：「栄養教諭の役割と職務内容」、岡山県教育庁保健体育課 

・資料２－２－８：教職実践演習講義資料 
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基準領域３ 適切な教職課程カリキュラム 

  
基準項目 ３－１ 教職課程カリキュラムの編成・実施 

 

〔現状〕 

教職課程科目に限らず、卒業までに修得すべき単位を有効活用して、教職課程教育を行

っている。学科等の目的を踏まえ、教職課程科目相互とそれ以外の学科科目等との系統性

の確保を図りながら、コアカリキュラムに対応する教職課程カリキュラムを編成してい

る。教職課程カリキュラムの編成・実施にあたり、教員育成指標を踏まえる等、今日の学

校教育に対応する内容上の工夫をしている（資料３－１－１）。  

今日の学校におけるＩＣＴ機器を活用し、情報活用能力を育てる教育への対応が充分可

能となるように、情報機器に関する科目や教科指導法に関する科目等を中心に適切な指導

を行っている。  

教職課程科目はもちろん、すべての科目のシラバスにおいて、各科目の学修内容や評価

方法、ルーブリック等を学生に明確に示している（資料３－１－２）。  

教育実習を行う上で必要な履修要件を学部ごとに設定し、教育実習を実りあるものとす

るよう指導を行っている。  

教職課程カリキュラムの体系的な編成にあたっては、科目ナンバリング及びカリキュラ

ムマップとカリキュラムツリーに明確にしている。これらは中国学園ホームページで公表

している（資料３－１－３、資料３－１－４）。 

子ども学部子ども学科においては、カリキュラムマップに基づき教育課程の整合性を再

確認し、「現代子ども学入門」など学部独自科目について内容および配置の見直しを行っ

た。特に令和８年度に向けて、小学校教員養成に関連する授業科目について学修成果との

対応関係を踏まえ、再検討を行った。  

教授方法の改善に関しては、教職課程として学生に獲得させるべき知識量が多いことか

ら、現状では講義型授業が中心とならざるを得ない科目が一定数存在している。一方で、

可能な範囲で演習やグループワーク等を組み合わせることにより、理解の定着と主体的な

学びを促進する授業方法への転換を今後も継続的に検討していく必要がある。  

 また、現代生活学部人間栄養学科では、「教職実践演習（栄養教諭）」において、栄養教

諭に求められる資質・能力について履修カルテを使用し自己評価を行っている（資料３－

１－５）。子ども学部子ども学科では、「保育･教職実践演習（幼・小）」において、保育者

・教職を目指してきた思いや、履修カルテをもとにこれまでの学校生活の振り返りをワー

クシートにまとめている。さらに履修カルテを参照し、個別的に補完指導を行っている（

資料３－１－６）。  

 

〔優れた取組〕 

現代生活学部人間栄養学科においては食に関する指導と学校給食の管理についての、子

ども学部子ども学科においては優れた保育者・教育者になるための幅広い教養と専門的な

知識・技能を身につけるため、アクティブ・ラーニング（「主体的・対話的で深い学び」）

やグループワークを促す工夫により、課題発見や課題解決等の力量を育成している（資料

３－１－７）。  

また、より効果的に教師としての力量を身に付けていくために、ＵＮＩＰＡ上の学修ポ

ートフォリオを活用している。学生一人ひとりの学修目標、履修状況、授業での学びの振

り返り等を体系的に蓄積している。これにより、成績情報だけでは把握しにくかった学修

プロセスや意欲の変化を可視化し、学生自身が「学びの軌跡」を確認できる環境を整備し

た。あわせて、各学期初めに学生が当初目標を入力し、学期末に振り返りを行うサイクル

を明確化したことで、教員によるコメントや助言をポートフォリオ上で行えるようにな

り、学修成果の把握とフィードバックが一体となった支援体制が構築されつつある。  

加えて、ナンバリング、カリキュラムマップ及びカリキュラムツリーを見直し、ディプ

ロマ・ポリシーの実現に向けた科目の位置づけを明確にした。  
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子ども学部子ども学科では、学士課程教育に必要な基礎的・基本的な知識および技能を

獲得させることを目的として、学部独自のリメディアル教育科目を開設している。１年次

には前期に「基礎学力養成セミナーⅠ」、後期に「基礎学力養成セミナーⅡ」を配置し、

高等学校段階までの学習内容の復習を通して基礎学力の定着と向上を図っている。さらに

２年次には、前期「総合教養養成セミナーⅠ」、後期「総合教養養成セミナーⅡ」を開設

し、単位取得を小学校教育実習の参加要件とするとともに、一層の基礎学力および総合的

教養の充実を図っている。  

令和７年度からは、「４年間で７つの資格・免許が取得可であること」を前面に掲げて

学部を運営している。従来の保育士資格、幼稚園教諭一種免許状、小学校教諭一種免許状

に加え、さらに専門性を高めたい学生を対象として、放課後児童指導員資格、准学校心理

士資格、認定絵本士の称号等の取得を目指すことができるカリキュラムを編成した。  

 

〔改善の方向性・課題〕 

適切な教育方針とシラバスに基づいて教職課程科目の指導を行っているが、年々学校教

育を取り巻く喫緊の課題は変化するため、それらに対応できる教員養成ができるよう、常

に学生の学修状況を踏まえた丁寧な授業指導・学修指導に取り組むとともに、教授内容の

見直しと改善を行い、教授方法の工夫を行う必要がある。  

教職課程および全学ＦＤ活動を通じて、学生が主体的に学び、多様な知識と技能を獲得

できる授業づくりに向けた検討を継続している。カリキュラムマップの点検を行い、その

結果を踏まえて学部独自科目の内容および位置づけの見直しを進めている。あわせて、令

和９年度に向けて小学校関連科目の再検討を計画的に進める。 

教育課程の改善として、授業内に表現活動や発表の機会を意図的に組み込むことで、学

生の思考の可視化と学びの深化を図る。また、学修の多様化と履修選択の柔軟性を高める

観点から、従来は学科必修としていた科目について、卒業必修または選択必修への移行を

検討している。 

近隣の教育系大学との明確な差別化を図るため、本学部・学科の教育目標や人材育成像

を踏まえつつ、特色ある学部・学科構成および魅力あるコースの在り方について検討を進

めている。今後も、地域の教育ニーズや学校現場の動向を踏まえた教育課程の再構成を通

して、本学独自の強みを一層明確化していく。 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料３－１－１：中国学園大学のカリキュラム・ポリシー(教育課程編成・実施の方針) 

https://www.cjc.ac.jp/policy/chugokugakuen_page/#mID8IiLB 

・資料３－１－２：中国学園大学 教員の養成に係る授業科目のシラバス 

  https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/257/257_oaacWKbChgFnWKQXwrDCiAYwVSrHhkbAlCaGfoXLvhgxqhATmg.pdf 

・資料３－１－３：カリキュラムツリー 

  https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/212/212_TmdLLjaEghtUBCkoEzEzlYadMFeINIjkXRnvlqYbqmtzDAFGmP.pdf 

・資料３－１－４：カリキュラムマップ 

  https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/213/213_iRvuOuynIJHBQVmhFYVJxkhUAYhuQINxWJKJzjkaqoczofBJOO.pdf 

・資料３－１－５：「教職実践演習（栄養教諭）」シラバス  

・資料３－１－６：「保育･教職実践演習（幼・小）」シラバス  

・資料３－１－７：教員の養成に係る教育の質の向上に係る取組に関すること  

  https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/242/242_BKXgNBFAONQONygAzIaSSUVkOEpPzkkwvefmtxgdbKzPPOBUHP.pdf 

 

基準項目  ３－２ 実践的指導力育成と地域との連携 
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〔現状〕 

取得する教員免許状の特性に応じた実践的指導力を育成する機会を設定している。  

学校現場の実情を知ったり、直接、児童や幼児とかかわったりする機会としては、様々な

体験活動（介護等体験、学校・園支援ボランティア、インターンシップ等）とその振り返

りの機会を設けている。  

さらに、地域の子どもの実態や学校における教育実践の最新の事情について学生が理解

する機会として、学校・園の見学や授業参観、朝の登校支援への参加などを通して、地域

の子どもと日常的に関わる機会を設けている。さらに、正課外の学びを拡充する取り組み

として、「日ようび子ども大学」や「小学生バレーボール教室」などの課外活動に加え、

子育て支援事業「おやこひろば」を年４回定期的に実施し、乳児から小学生まで、多様な

年齢の子どもと関わる場を継続的に提供している。令和７年度には、小学生を対象とした

「型染め体験ワークショップ」を開催し、表現活動を通した子どもの理解と支援方法につ

いて学ぶ機会とした。  

これらの取組を子ども学部の特色ある教育活動として位置づけ、「実力が身につく実践

的な授業」「自分を磨く充実した学習環境」「豊富な採用試験対策プログラム」「視野が広

がる課外活動」「学生に寄り添った支援」を柱に、入学から卒業まで学生が安心して充実

したキャンパスライフを送ることができる体制の整備に努めている。  

 

〔優れた取組〕 

各学部は、就職支援課（就職支援センター）と協力しながら、教育委員会等との組織的

な連携協力体制の構築を図っている。各学部ゼミ活動やボランティア活動等を通して幅広

い視野の持てる教育を行っており、実際の学校現場での学びを深める指導を行っている。  

子ども学部においては、遊びや絵本、リトミック等の活動を通して、学生が子どもたち

と直接関わる機会を設けている。現代生活学部においては、附属認定こども園の一角にあ

る菜園での野菜栽培や収穫を子どもたちと共に行っている。  

また、現代生活学部では、大学内の調理室を活用した地域の親子を対象とする料理教室

の実施や、JA全農おかやまと連携・協力協定を締結し、その一環として附属認定こども園

において冬野菜を用いたクリスマスパーティーを開催するなど、子どもたちとの交流機会

を拡充している（資料３－２－１）。  

子ども学部では、教育実習科目である「教育実習Ａ（幼稚園）」「教育実習研究Ａ（幼稚

園）」等を附属認定こども園で実施しており、園と大学が連携・協働しながら実習指導を行

っている。また、授業科目および卒業研究の成果を同園において子どもたちへの発表や実

践的な検証を行い、教育内容の妥当性や効果を確認している。さらに、附属認定こども園

の教育・保育活動には、大学教員および学生が定期的に参画し、園の実践と大学の教育研

究を相互に還元する体制を構築している。  

また、子ども学部では地域の保育所、幼稚園、小学校、公民館等と連携し、「子ども学の

探求」「子どもの理解」などの６つの専門領域の科目に、保育や授業の見学、体験などを積

極的に取り入れ、子どもを取り巻く多様な問題に対応できる問題解決力を育成している。

さらに、隣接する岡山市立吉備小学校との連携による実践的学習の推進により学生の自発

性と実践力を高める指導を行っている（資料３－２－２）。令和７年12月20日に、本学音楽

ホールにおいて、子ども学部学生による表現発表会「♪ようこそ おんがくとものがたり

のせかいへ」を開催した。子ども学科２年生が創作劇、ダンス、トーンチャイム演奏及び

合奏を行い、日頃の学修成果を総合的に表現する機会となった。子どもから大人まで楽し

めるプログラム構成とし、近隣地域の親子を中心に多くの来場があり、地域に開かれた学

部行事として一定の役割を果たした（資料３－２－３）。  

さらに子ども学部では、令和７（2025）年度の課外活動において、外部資金の獲得によ

り、例年にも増して学生が子どもと関わる機会を多く設定した。独立行政法人国立青少年

振興機構「子どもゆめ基金助成活動」の一環として、令和８（2026）年２月11日には未就

学児とその保護者を対象とした「子どもと絵本を楽しもう」を、２月21日には小学生を対
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象とした「こどもパートナー認定講座＆遊びのタネ展『イチゴケーキをつくろう！』」を企

画・実施し、学生が参画した。これらの活動は、学生が多様な子どもや保護者と関わるこ

とを通して視野を広げ、子どもの理解を深める貴重な学修機会となっている。  

また、教職課程委員会並びに各学部は、教育実習協力校と教育実習の充実を図るために

連携を図っている。  

 

〔改善の方向性・課題〕 

授業において実践的で協働的で能動的な学修活動を行う。演習関係の授業で模擬保育、

模擬授業を行い、「保育・教職実践演習（幼・小）」で互いの学修成果が確認できるように

する。  

実践的な指導力を育成するためには、教育委員会・学校現場との連携が欠かせないた

め、今後も良好な連携関係を保てるよう、教育実習時の訪問指導等を通して、関係づくり

に努める。また、教育実習や参観訪問時に少しでも多くのことを吸収して帰れるように事

前指導する必要がある。  

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料３－２－１：「JA全農おかやまとたねのくにこども園でクリスマスイベントを行い

ました」、中国学園大学ホームページ（学科トピックス） 

  https://www.cjc.ac.jp/data/925/topics_detail/ 

・資料３－２－２：教員の養成に係る教育の質の向上に係る取組に関すること  

  https://www.cjc.ac.jp/cgi-

image/242/242_BKXgNBFAONQONygAzIaSSUVkOEpPzkkwvefmtxgdbKzPPOBUHP.pdf 
・資料３－２－３：「子ども学部表現発表会『ようこそおんがくとものがたりのせかいへ

』を開催しました」、中国学園大学ホームページ（学科トピックス）  

  https://www.cjc.ac.jp/data/888/topics_detail/ 

 

 

 

 

 

 



中国学園大学 

19 

 

Ⅲ．総合評価（全体を通じた自己評価）  

 

基準領域１「教職課程に関わる教職員の共通理解に基づく協働的な取り組み」において

は、本学の教職課程教育の目的・目標を、「卒業認定・学位授与の方針」及び「教育課程

編成・実施の方針」等を踏まえて設定し、育成を目指す教師像とともに「中国学園大学デ

ィプロマ・ポリシー」、「中国学園大学カリキュラム・ポリシー」として大学ホームページ

や大学案内等の印刷物により情報公開している。また、教職課程の実施においては、教職

課程認定基準を踏まえた教員を適切に配置し、関係教職員が「中国学園大学教職課程委員

会」を定期的に開催し、教職課程の目的・目標を共有し、研究者教員と実務家教員及び事

務職員との協働体制を構築し、教職課程教育を実施している。  

また、教職課程の改善を目的として教職課程委員会において自己点検・評価を行うとと

もに、教員相互の授業参観やＦＤ研修会を通して、授業改善・カリキュラム改善に努めて

いる。さらに授業評価アンケートにより学生からの授業評価を受けフィードバックするこ

とで指導力向上に取り組んでおり、今後もより良い教職課程教育が実施できるよう教育改

善を行っている。ＵＮＩＰＡ（教務システム）上の学修ポートフォリオを活用して、学生

の学修成果の獲得状況を把握及び可視化し、教育課程・教育活動の改善を目指している。

成績情報だけでは把握しにくかった学修プロセスや意欲の変化を可視化し、学生自身が

「学びの軌跡」を確認できる環境を整備した。ＵＮＩＰＡ上の学修ポートフォリオは、効

果的に教師としての力量を身に付けていくためにも活用できる。しかし、一定の成果はあ

るものの、まだ学修ポートフォリオが教員にも学生にも定着していない。記録に残すこと

を習慣化し、学修成果を蓄積できるようにすることが課題である。また、学生の入力内容

について、記入例が提示されているが、大学生の作文としては不適切な文章が散見され

る。文章表現が苦手な学生は多く見られるが、初年次教育におけるスタディスキル等で指

導する等の適切な対策を講じたい。  

 

基準領域２「学生の確保・育成・キャリア支援」においては、当該教職課程に即した

適切な規模の履修学生を受け入れ、「教育課程編成・実施の方針」等を踏まえて、教職を

担うにふさわしい学生が教職課程の履修を開始・継続するための基準（実習科目を履修登

録できる条件を設定する等）を設定し、教職を志望する学生それぞれの意識の涵養に努め

ている。  

キャリア支援においては、中国学園大学教職課程委員会と学部の教職課程担当教員が協

力し、教員に求められる実践的な知識やスキル、そして採用試験に合格できる能力の習得

を支援している。例えば、子ども学部子ども学科の「教志会」による１年次からの教員採

用試験対策セミナーの実施等、免許状取得件数、教員就職率を高める工夫をしている。「

教志会」が中心となって授業との連携を図りながら、採用試験対策セミナーを早期から計

画的に実施し、下学年の段階から積極的な参加を促していく。  

課外活動としても、乳児から小学生まで、子どもとの関わりの場を多く設けている。学

生が多様な子どもや保護者と関わることを通して視野を広げ、子どもの理解を深める貴重

な学修機会となっている。  

また、キャリア支援を充実させる観点から、教職に就いている卒業生や地域の多様な人

材等との連携を図っている。これら、本学の特徴や強みを生かした活動を展開している。  

小学校の教育現場への就職者数は、幼稚園・認定こども園・保育所等の就学前教育現

場に比べて、微増してきているものの依然として少数であることは課題として認識してい

る。今後、さらに、本学の教員養成理念の広報や学生への教育現場の理解を深めるため一

層の取り組みを進めていきたい。  

 

基準領域３「適切な教職課程カリキュラム」においては、本学の特色ある教職課程教

育の促進と教職課程科目相互とそれ以外の学科科目等との系統性の確保を図りながら、今

日の学校教育を取り巻く喫緊の課題に対応する内容の工夫等に取り組んでいる。さらに、
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教員になるための幅広い教養と専門的な知識・技能を身につけるため、アクティブ・ラー

ニング（主体的・対話的で深い学び）やグループワークを促す工夫により、課題発見や課

題解決等の力量を育成している。  

具体的には役割演技（ロールプレイング）やグループ討論、事例研究、現地調査（フ

ィードバック）、模擬授業などを取り入れている。また、ＩＣＴ機器を活用した効果的な

授業の在り方など、情報活用能力を育てる教育への対応が充分可能となるように、情報機

器に関する科目や教科指導法に関する科目、教職実践演習等を中心に、教職課程全体を通

じて取り組みを続けていきたい。授業科目や卒業研究の成果を附属こども園で子どもたち

に発表したり、検証したりする取り組みを通して教師として求められる資質能力実践的指

導力の育成を志向している。  

さらに、最新の教育動向を理解し、教育現場や社会からの要請に応え得る人材を養成

するため、様々な体験活動（介護等体験、学校・園支援ボランティア、インターンシップ

等）の機会を充実させていきたい。また、教育実習受け入れ校や教育委員会等との組織的

な連携協力体制を更に進めていきたい。  

最後に、今後も教学マネジメント推進委員会及び教職課程担当教員が連携して自己点

検をすることにより、本学の「教職課程教育」そのものの充実を、組織的にかつ継続的に

図っていきたい。 

 

 

Ⅳ 「教職課程自己点検・評価報告書」作成プロセス 
教育職員免許法施行規則第22条の８の制定により、義務化された教職課程における自

己点検・評価を契機に、教員養成の理念・目標・計画に照らした学修成果の状況等の検

証を行うことで、教育・研究の質の維持と向上につなげるための取り組みとして、令和

４年３月より、教職課程における「自己点検評価報告書」作成にあたって、教職課程委

員会構成員(関係学科から免許課程ごとに教職課程担当教員・教育実習担当教員)・教務

部長・教務課長が中心となり検討されている。 

 
「令和７年度 教職課程 自己点検評価報告書」の作成について 

 

○令和７年度第２回教職課程委員会（令和７年９月９日開催） 

  「令和７年度 教職課程自己点検・評価報告書」を作成するにあたって、令和６年度

の本学の報告書に対して一般財団法人全国私立大学教職課程協会からのコメントを共

有し、評価できる事項、改善が望まれる事項について確認を行う。 

○令和７年度第３回教職課程委員会（令和８年１月７日開催） 

  「令和７年度 教職課程自己点検・評価報告書（案）」の進捗状況を報告し、翌２月末

を締め切りとし、次回委員会において点検・評価した結果について協議を行うことと

した。 

○令和７年度第４回教職課程委員会（令和８年３月11日開催） 

各学部委員（関係学科から免許課程ごとに教職課程担当教員・教育実習担当教員）・

教務部長・教務課長・教務課事務員の構成メンバー間で、各学部における教職課程科

目及び教育実習の実施内容について自己点検し、各基準領域に関する現状と優れた取

り組み、改善の方向性・課題をそれぞれ報告する。教職課程委員会において、報告事

項を「令和７年度 教職課程自己点検・評価報告書（案）」としてまとめたものを教職

課程担当委員間で共有を行う。 

○令和８年度第１回教職課程委員会（令和８年５月22日開催） 

  令和７年度第４回教職課程委員会における自己点検・評価の進捗状況および改善方策

についての協議を踏まえ、内容の一層の充実・改善に努め、必要な修正を行い報告し

た。これらのプロセスを通じて、教職課程における自己点検・評価の結果を組織的に

共有し、継続的な改善につなげている。 

６月末に教職課程委員会において『令和７年度 教職課程自己点検・評価報告書
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（案）』が承認された。教職課程委員会での審議を経て決定された報告書（案）は、最

終的に学長に報告し、公表に至る予定であることが確認された。 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料１：令和７年度第２回教職課程委員会 議事録 

・資料２：令和７年度第３回教職課程委員会 議事録 

・資料３：令和７年度第４回教職課程委員会 議事録 

・資料４：令和８年度第１回教職課程委員会 議事録 

 


